






内容紹介


入学と同時に出家、僧侶見習いとなって高校生たちが修行に励む。真言宗の総本山高野山がある和歌山県高野町。その中心部に私立高野山高校はある。宗教科にやって来るのは、寺の跡継ぎばかりかと言えば、決してそうでもない。では、何ゆえに親元を離れて寮や寺に住み、時には肉や魚も食べられず、早朝から「お勤め」をするような生活にあえて耐えるのか。共に３年間を過ごした同級生７人を通して見た、その修行生活の一端をご紹介します。
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第１章　茶髪一転、出家、お勤め









　平安時代初め、弘法大師空海が開いた真言宗の総本山高野山（和歌山県高野町）。標高９００メートルの山上は１２００年の歴史を持つ。女人禁制こそ明治初めに解かれたが、今も１１７の寺院が立ち並び、人口３５００人の町に僧侶は約６００人いる。

　町の中心部にある私立高野山高校。２０１２年１１月２３日、約１４０人の全校生徒が講堂に集まり、「追悼法会」が開かれた。同校のすべての関係者を供養するため、真言宗で最も格が高い法会の形をとる。

　主役を務めるのが、宗教科３年生の男女生徒７人だ。本物の袈裟（けさ）に身を包み、シンバルのような専用の楽器を鳴らし、約１時間半にわたって、様々なお経を唱える。堂々と執り行う姿は、とても高校生に見えない。

　宗教科では、男女生徒とも入学と同時に出家。戒名を授かって、真言宗の僧侶見習いとして、高校生活を送る。男子は全員坊主頭。宗教法人が経営する高校は多数あるが宗教家を目指すコースがあるのは珍しい。同校は「『宗教科』という学科があるのはここだけ」という。

　同校は真言宗の僧侶養成校として明治に開学。当時は男子生徒のみで、全国から集まった弟子たちが袈裟姿で勉強や修行に励んだという。戦後に男女共学になり、僧侶希望者以外の入学も増加。一方で、寺院の後継者たちは地元の一般校に進むケースが増えた。

　現在、同校は特別進学コースやスポーツコースなどからなる普通科と、宗教科の２本立てだ。宗教科では、１年生の終わりまでに５種類のお経を暗記し、卒業するころには、法会のほか、布教の実技もする。

　同校は交通が極めて不便なため、ほとんどの生徒が親元を離れ、寮に入るか、お寺に住み込む「寺生（てらせい）」として通学している。近年は、こうした環境が、不登校やいじめなど様々な悩みを抱えた生徒が再スタートを切る場になりうるとして注目を浴びている。

　　　　◇

　追悼法会には、緊張した面持ちでお経を唱える平幡航正君（１８）の姿もあった。法会の大役は２度目。前回はいま一つだったので気合が入った。

　「高校３年間で一番いい経験だった」







　平幡君は１３年春、隣接する１年制の専門学校、高野山専修学院に進学することが決まっている。この学校では一切の肉食を禁じられ、友人知人とも連絡を絶ち、修行漬けの日々を送る。１年後に卒業すれば、正式に僧侶となる。

　平幡君は千葉県銚子市生まれ。２６００軒もの檀家（だんか）を抱える大寺院が実家だ。「早くちゃんとしたお坊さんになって家業を手伝いたい」。そう決心するまでの道のりは長かった。

　「尾崎豊路線だったんです。ここに来る前は」

　尾崎豊は「卒業」などで青春の鬱屈（うっくつ）を歌った歌手だ。

　「小学５年生のとき、通りすがりの近所の人に『くそじじい』と暴言を吐いて、学校に苦情が来たときから、両親の『すみません人生』が始まったそうです」。中３の終わりごろには、髪は脱色して茶色だった。毎日のように友達の家で夜更かしし、親からの電話は無視した。自分から親に話しかけることはなく、話しかけられても『うるせー』としか言わなかった。地元の高校に進んだが、２年になると「いろいろあって転校することになってしまった」。

　そうしてやってきたのが、７００キロ離れた高野山高校だ。宿坊のある寺に住み込み、修行しながら学校へ通うことになった。転入を控えた夏、髪をそり、住み込み先の寺へ来た。付き添ってきた父は平幡君を託すと、振り返ることもなく、去っていった。

　　　　◇

　さっそく翌朝から、仏様の前でお経をあげる「朝のお勤め」が始まった。起床は午前６時前。衣を自分で着なくてはならないが、家で習ってきたのに、うまく着られない。なんとか身につけて、初めてお勤めに出てから数時間後。すでに気持ちは固まっていた。

　「こんな生活、無理だ。逃げるしかない」

　昼前には、一晩だけ過ごした寺を背に、約３・５キロ離れたケーブルカーの駅へ必死で歩いていた。ケーブルカーの高野山駅は、車に乗れない高校生にとって、唯一開いた「下界」への出口だった。



◎大学１年生「信仰持つ」１６％／震災後に急増

　東日本大震災以後、信仰を持つ１０代の若者が急速に増えている――。国学院大日本文化研究所の井上順孝教授らによる調査で、こんな傾向が明らかになった。

　井上教授らは１９９５年から１１回にわたり、入学直後の大学１年生などに対し、宗教意識についての調査を続けてきた。それによると、信仰を持つ学生の割合は９５年には６・７％だったのに対し、２０１２年には１６・１％まで増えた。特に東日本大震災を挟んだ１０年から１２年は、２年間で４・２ポイントも増えたという。







　井上教授は「入学直後の学生が多いので、基本的に中等教育の結果によるデータと考えてよい。東日本大震災の影響とともに、オウム真理教事件による宗教の悪い印象が薄れたことや、仏像が注目されたり、伊勢神宮や出雲大社が人気を博したりするなどの宗教ブームも影響しているだろう」と分析する。

　宗教別にみると、最も多いのは仏教の２８・９％。仏教界にも、様々な悩みを抱える若者の「駆け込み寺」になろうという動きがある。各宗派が参加する「全国青少年教化協議会」は０４年、不登校の子どもからの相談を受ける「てらネットＥＮ」を設立。各地の寺院が加盟し、高野山高校も加わっている。てらネットＥＮの事務局は０３・３５４１・６７４６。


第２章　一晩で出戻り、誰も怒らなかった









　高野山高校への転入を間近に控えた高校２年の夏、平幡航正君（１８）は住み込むはずの寺を一晩で逃げ出した。生活費として親にもらったお金を手に、目指すは約７００キロ離れた故郷の千葉県銚子市。一人旅は初めてだが、無我夢中だった。「早く行かなきゃ捕まっちゃう」

　最低でも８時間の道のりだ。南海電車、地下鉄、新幹線……。電車５本を乗り継ぎ、その日の夜、銚子駅に着いた。最初は親戚の家に逃げ込んだが、結局は実家へ。

　父の照正さんは言い聞かせた。「３日いられれば、３週間いられる。３週間いられれば、３カ月いられる。まず３日我慢してみなさい」

　高野山以外に居場所はない。観念して翌日、父と高野山に戻った。厳しく怒られると覚悟していたが、寺の人からかけられた言葉は「今度帰るときは言ってな」。それだけだった。

　再び、お勤めで始まる毎日が始まった。朝５時半に起床。手早く衣に着替え、線香を上げ、１時間にわたってお経を唱え続ける。もちろんずっと正座だ。

　ひときわ大きな声でお経を唱えていると、住職がほめてくれた。「自分を変えていこう」と思えた。父の言葉にあった「３日間の我慢」を乗り越えた。

　朝のお勤めが終わると、宿坊の宿泊者への朝食の配膳作業が待っている。朝食の片づけ、掃除、夕食の配膳、布団の用意……。夏場には宿泊者が３０人ほどになる日もあるが、３人の修行僧で大半の世話をする。すべて高野山では修行の一環だ。

　寺に戻って１０日ほど過ぎたころ、高野山高校へ初めて通う日がやってきた。宗教科主任の富田向真教諭（４１）は、当時の平幡君の目の鋭さが印象に残っている。確かに皆の前に立ったときは緊張していた。でも、見回して、ほっとした。宗教科の同級生は全部で６人。「これなら仲良くなれそうだ」と思った。

　勉強はあまり得意でなかったが、華道やご詠歌など、宗教科の授業は実技も多く、おもしろかった。ただ、ずっと気になっていたことがあった。

　「仏様って本当にいるんだろうか」







第３章　仏様っているのか、答えはまだ









　高野山高校に来る前を、平幡航正君（１８）は「なぜか、いつもイライラしていた」と振り返る。祖父は平安時代からの歴史を持つ寺の住職で、父は副住職。母は幼稚園園長を務め、跡取りにと期待されている文武両道の兄。周囲から当然のように自分も仏道に、と思われる中で、「どうしてもお坊さんになりたくなかった」。

　口に出せない疑問もあった。「仏様って本当にいるのだろうか」

　弘法大師以来の寺々と、わずかな数の商店が立ち並ぶだけの高野山。時間を超越したこの町で、「他人の飯」を食い、般若心経をお寺や学校で、少なくとも５回は唱える毎日。数カ月たつと、早く一人前の僧侶になって、両親を手伝いたいと思うようになった。「環境に自分の気持ちが加われば、人は変われる」。父の照正さんは、帰省した息子のまなざしが柔らかくなったことに驚いた。

　今は、草むしりを進んでするような、行動するお坊さんになりたいと思う。仏様がいるかどうかに、答えはまだない。でも、２０１４年春に始まる僧侶になる本格的な修行から逃げ出さない自信はある。

　寺に住み込んで通学する３年生の男子は、ほかに２人。どちらも実家は寺ではない。

　「仏教書を読むのが好き」という立木一成君（１８）は長崎県出身。高野山高校へやってきた当初、ホームシックにかかり「自分は精神的に弱いんだと思った」。だが、修行を続けるうち、手をあわせると心が満たされるのを感じるようになった。高野山大学に進学し、お坊さんになるのが目標だ。

　埼玉県出身の富永余師希君（１８）。「ちょっとやんちゃ」（平幡君）というが、先輩や後輩に囲まれた寺の生活で少し変わった。「前は自分がしたいようにする感じだったけど、今は、一人一人とどう接したらいいか考えるようになった」

　父がけがをしたのに、自分を気遣い、連絡してこなかったことをきっかけに、高校卒業後は故郷へ戻ると決めた。建築関係の専門学校へ行く。「オヤジに早く楽をさせてあげたい」







第４章　肉や魚はご法度、ご飯何杯も









　高野山高校には校舎と棟続きの寄宿舎がある。内堀陽君（１８）はここで３年間を送った。寮生の生活も、寺に住み込む寺生と変わらず、修行中心だ。

　午前６時起床。試験期間などを除き、６時４０分からお勤めがある。高野山は１月となれば零下１０度まで冷え込む日もある。昭和初期に建てられた講堂は荘厳だが、暖房器具はない。身を切られるような寒さの中、僧衣に身を包んで仏さまの前に正座し、お経を３０分間上げ続ける。

　宗教科ＯＢで、寮監として生徒たちと寄宿舎で暮らす上田希一教諭（２７）は「寒さに体を慣らして頑張ろう」と励ます。

　お勤めを済ませれば朝食。ただし、お勤めがある日の食事は「精進」で、肉や魚はご法度だ。１２月のある日のメニューは、ご飯、キャベツと油揚げが具のみそ汁に、梅干しなどの漬けものだけ。同じ寮生でも、普通科の生徒の朝食には魚や肉のおかずがついている。

　食事作法も細かく決まっている。食事前、１０分ほどお経を上げなくてはならない。読経が済むと、ふたに米を数粒取り分け、お供えをする。食後にはこれを庭に置いて、飢え苦しむ餓鬼に施しをする。

　ようやく箸をつけるころには、すでにみそ汁は冷め始めている。それでも、食べ盛りの生徒たちは、おかわりできるご飯にふりかけをかけ、何杯もたいらげる。

　６時限の授業を済ませば、寮へ帰って自由時間となる。読書好きの内堀君は町に１軒だけの本屋に行くのが楽しみだ。

　寄宿舎の門限は夕食が始まる午後６時半。普段は肉食もできるが、毎月２０日は弘法大師の縁日の前日にあたり「精進」食となり、おでんがほとんどだ。８時５０分からは夜のお勤めで再びお経を上げる。消灯は１１時。

　まさに修行中心の毎日にみえる。ところが、内堀君は「もっと本格的だと思っていた。がっかりです」。

　内堀君の実家は寺とは縁がない。ただただ「修行をして立派な僧侶になりたい」一念で横浜市から高野山にやってきた。

　「結婚だって、しないつもりです。それなのに」







第５章　戒律守り「結婚しなくていい」









　高野山高校で、３年生きっての優等生である内堀陽君（１８）。横浜市出身で、子どものころからの歴史好きだ。毘沙門天を厚く信仰した上杉謙信に憧れ、中学で剣道部に入り、仏像を彫ったこともある。

　中３の時、僧侶になろうと決めた。どうせならと、宗教科がある高野山高校を選んだ。謙信も修行を望んだとされる密教の本場。「どれほど厳しい修行をしているのか」と期待した。

　ところが、町には普通に車が行き交っていた。「近くにカラオケボックスがない」とぼやく同級生。精進食の日に、寄宿舎で出された夕食のおでんには、チクワが入っていた……。

　多少想像とは違ったが、ほかの高校では経験できない毎日だったのは間違いない。入学直後の「得度」の儀式には感動した。白装束で髪をそり、亡くなった人のように戒名をもらって仏の道に入るのだ。

　「仏教の目的は成仏にある。成仏とは仏になることです」

　その意味を、教義の授業で富田向真教諭（４１）が説いてくれた。教室内には眠そうな生徒もいたが、内堀君にはおもしろく、熱心に聴き入った。

　生徒会長として学校に働きかけ、暗い夜道に街灯をつけてもらった。法会では、たびたび重要な役を任された。内堀君は滑舌が抜群で、唱えるお経はよく通る。発声を鍛えるため、寮でルームメートに腹を押してもらい、腹式呼吸の練習を重ねた。

　「実家がお寺ではないから、頑張らなきゃいけない」。その思いに突き動かされてきた。

　明治以後、僧侶の婚姻が認められ、寺は世襲が増えた。高野山高校の目的のひとつは、寺の子弟を後継者として育成すること。寺と無縁の人が住職になるのは容易ではない。

　自分はお坊さんとして、戒律をできるだけ守っていきたいと思う。もちろん、現代社会では、それが難しいのはわかっている。それでも、やっぱり自分は、結婚しなくていいと思う。

　「踏み外したら一気にいってしまいそうで」。諸国を行脚するお坊さん、「聖（ひじり）」になりたい。まずは、高野山大学に進み、学問を深めるつもりだ。







第６章　寮生活、何もかもが嫌になった









　２０１３年７月、高野山に「大変化」が起きた。町中心部に初めて２４時間営業のコンビニエンスストアができたのだ。あっという間に高野山高校の生徒たちの人気スポットとなった。

　「飲み物も食べ物もやっぱり、品ぞろえがいい」。寄宿舎に暮らす片山雅矢君（１８）は心から喜ぶ。東京都杉並区出身で、高野山に来るまで田舎とは縁がなかった。親戚に高野山高校出身の住職がいたこともあり、進学を決めた。でも、本音では迷い続けていた。

　最終的に高野山に来る気持ちになったのは、中３の３月に起きた東日本大震災だった。震度５の揺れに見舞われた東京。家のテレビで東北の町が津波に襲われる様子を見た。一晩中眠れなかった。ボランティアをしたいとＮＰＯに電話したが、中学生には無理だと断られた。

　「だったら、被災地のために祈ろう、そのために高野山に行くんだ」。そう自分を納得させた。

　それでも、髪をそるのはすごく嫌だった。友達から「坊主頭の写メ送って」と言われたが、送らなかった。

　寄宿舎は、２年生までは２人１部屋。２段ベッドに眠り、掃除、洗濯も自分でしなくてはならない。後片付けは苦手だし、食べ物に好き嫌いも多い。教室でも１人でいることが多かった。無料通話アプリの「ＬＩＮＥ（ライン）」ができるまでは、月の電話代が数万円になったこともあった。

　高２の正月は、親戚の寺を手伝うため、岡山県で過ごした。新学期が始まる前に、岡山から高野山に直接向かうつもりだった。岡山駅でふと、「このまま新幹線に乗っていけば、東京へ戻れるんだ」と思った。零下の厳しい寒さが続く高野山の冬。何もかもが嫌になっていた。

　思い切って東京行きの切符を買った。その夜、実家に戻った。そのまま体調を崩してしまった。欠席が続いていくうち、一段と高野山に行きづらくなってきた。

　「どうせ自分がいなくても、誰も困らないんだ」。そう思い始めた矢先、ラインでメッセージが届いた。







第７章　「早くかえってきいや」 級友の縁









　「早くかえってきいや」

　２０１３年１月、無断で東京都杉並区の実家へ帰ってしまった片山雅矢君（１８）をつなぎとめたのは、スマホに届いた女子生徒からのメッセージだった。それまで、高野山高校の６人の同級生とは、うまくいっていないと思っていた。メッセージをやりとりするうち、「自分も必要とされている」と感じられるようになってきた。勇気を出して高野山へ向かった。意外と普通に学校生活に戻ることができた。ただ、照れくさくて、メッセージのお礼は言えないままだ。

　卒業式を翌月に控えた１４年１月２１日。布教の実習で、高野山を訪れた約３０人の参拝客の前に立ち、弘法大師の言葉を紹介した。

　「菩薩（ぼさつ）の用心は皆、慈悲を以（もっ）て本とし、利他を以て先とす」

　菩薩は人と接するとき、まず相手のことを考えるという意味だ。「自分中心の考えをやめれば幸せが訪れる」と続けた。何度も練り直した原稿だ。

　卒業後は東京に戻り、仏教系の大学へ進む。被災地でボランティアをしてみたい。もちろん、渋谷や新宿にも行きたいし、髪は伸ばすつもりだ。

　正直言って、将来、お坊さんになるか、まだ決めていない。「いつか高野山を懐かしく思う日が来るのかな」

　片山君をつなぎとめたメッセージの送り主は、松本鮎さん（１８）。大阪市出身だ。

　「クラスメートは一生一度の縁」。そう思っている。でも、高野山に来るまでは、自分も同世代の子が苦手だった。

　小さいころから、人の悪い部分に目がいき、決めつけてしまうところがあった。中学生の時は、そんな自分を思い悩んだ。高校は実家を離れようと考えていた。高野山高校のホームページを見て「これだ」と思った。

　同世代の子と一緒に寄宿舎に住むことだけは避けたかった。「寺」という男社会の中で、富田向真教諭（４１）が苦労して、住み込み先の寺を探してくれた。学校でただ１人、寺から通う女子生徒となった。

　入学直後に寺でついたあだ名は「能面」。あまりに無表情だったからだ。







第８章　山冷え込む２月、それぞれの道へ









　松本鮎さん（１８）が高野山に来た当初、ついたあだ名は「能面」。それほど無表情だった。

　変わるきっかけは高１の秋。学校行事で四国に行き、お遍路をしたころからだ。

　同世代とのつきあいは苦手だったのに、４泊５日、助け合いながら歩くうちにクラスメートとの絆を初めて感じた。個性的な級友たちが、思いのままにしているのが心地よかった。

　家族のように接してくれた下宿先の寺の住職夫妻にも大きな影響を受けた。住職に同行して葬儀に行った際、人が親しい人の死をいかに悲しむかを、垣間見た。高野山での様々な経験から、次第に人間のいいところにも、目がいくようになった。

　高２の時、実家に帰っていると、地元の友人から「顔が変わったね」と言われた。

　ずっと一人で頑張るタイプだった。今は、人に頼ることもできるようになったと思う。「昔のままだったら壊れちゃったんじゃないかな」。女子だけど、お坊さんになりたいと思い、高野山大学への進学を決めた。

　「でも、大学に行ったら変わるかも。結婚したい人が現れたら、子どもを産んで、普通に生活して……。お坊さんになるのは、それからでもいいかな」

　兵庫県出身の石元美妃さん（１８）は実家が寺。高野山高校の出身で、今は高野山大学で学ぶ姉と２人暮らしをしながら、通学してきた。卒業後は高野山を出て、大阪の美容師の専門学校へ行こうと決めている。

　「手に職をつけたい。実家が寺で姉もいるから高野山に来たけれど、前から美容関係の仕事に就きたかったんです」

　卒業式は２０１４年２月。最も高野山が冷え込む季節だ。宗教科の７人のうち、山に残る生徒は４人。新たな世界に旅立つのは３人。

　弘法大師は「すべての人に仏となる資質がある」と説いた。富田向真教諭（４１）は言う。

　「私は『お坊さん』は職業ではなく、生き方だと思います。どこにいても、終わりはありません」








ヤンキー、坊さんになる　出家高校生の男女７人物語
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